
西淀川こうのとり  図書館 

 

  

 戦国時代の大和田城 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今から約 450年前の戦国時代、本願寺は大阪市内に 51か所の砦を持って 

いました。そのひとつが西淀川区大和田にありました。 

石山合戦と呼ばれる 10年間の及ぶ戦いで大和田城に改築され、本願寺側から 

荒木村重側へ、そして織田信長、豊臣秀吉の時代まで存在しました。 

大和田城が戦国時代をどの様に変遷していったかを図や資料を紹介しながら 

おはなしいただきます。 

 

【日時】 １１月１９日(日曜日)   １３時 から １５時３０分 

 

【場所】 西淀川図書館 多目的室 

 

【講師】 北村
き た む ら

 行敏
ゆ き と し

 氏  

（大和田郷土史会員） 

 

【定員】 ４０人（当日先着順・参加無料） 

 

 

  

令和５(2023)年度 

郷 土 史 講 演 会 

西淀川
にしよどがわ

こうのとり  図書館
と し ょ か ん

 

TEL 06-6474-7900 

〒555-0012 大阪市西淀川区御幣島
お お さ か し に し よ ど が わ く み て じ ま

1-2-10 

     

 

※令和５年４月からネーミングライツパートナー事業により 愛称として西淀川こうのとり  図書館を使用しています  

ＪＲ東西線「御幣島」1号出口すぐ シティバス「御幣島駅」すぐ 

 

（北村氏 作：大和田城構想画） 

『信長公記
しんちょうこうき

』によると 

天守があったことがうかがえます。 

 
大 阪 市 図 書 館 フ ェ ス テ ィ バ ル 

イ ベ ン ト 一 覧 

 


